
 
 

一

刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

第
一
条
中
第
二
百
七
十
八
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
を
削
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
二
百
八
十
一
条
の
二
の
次
に
四
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
二
百
八
十
一
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
二
百
八
十
一
条
の
四 

被
告
人
若
し
く
は
弁
護
人
（
第
四
百
四
十
条
に
規
定
す
る
弁
護
人
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
こ
れ
ら
で
あ
つ
た
者
は
、
検
察
官
に
よ
り
被
告
事
件
の
審
理
の
準
備
の
た
め
に
証
拠
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
機

会
を
与
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
閲
覧
又
は
謄
写
に
よ
り
知
り
得
た
事
項
を
み
だ
り
に
用
い
て
、
公
の
秩
序
若
し
く
は

善
良
の
風
俗
を
害
し
、
又
は
関
係
人
の
名
誉
若
し
く
は
生
活
の
平
穏
を
害
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

第
一
条
の
う
ち
第
二
百
八
十
一
条
の
二
の
次
に
四
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
二
百
八
十
一
条
の
五
第
一
項
中
「
又
は

被
告
人
」
を
「
若
し
く
は
弁
護
人
又
は
こ
れ
ら
」
に
、
「
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
手
続
又
は
そ
の
準
備
に
使
用
す
る
目
的

以
外
の
」
を
「
人
の
名
誉
を
害
し
又
は
対
価
と
し
て
財
産
上
の
利
益
そ
の
他
の
利
益
を
得
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。 

第
一
条
中
第
二
百
八
十
九
条
の
改
正
規
定
及
び
第
二
百
九
十
五
条
の
改
正
規
定
を
削
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
二
編
第
三
章
第
一
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
百
十
六
条
の
八
第
一
項
中
「
、
又
は



 

二

在
席
し
な
く
な
つ
た
と
き
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
二
編
第
三
章
第
一
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
百
十
六
条
の
十
五
第
一
項
中
「
重
要

で
あ
る
」
を
「
必
要
で
あ
る
」
に
、
「
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
重
要
性
の
程
度
そ
の
他
の
被
告
人
の
防
御
の
準
備
の
た
め
に
当

該
開
示
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
の
程
度
並
び
に
当
該
開
示
に
よ
つ
て
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
弊
害
の
内
容
及
び
程
度
を
考
慮
し
、

相
当
と
認
め
る
と
き
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
開
示
に
よ
つ
て
証
人
の
威
迫
そ
の
他
の
重
大
な
弊
害
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
を
除
き
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二 

開
示
の
請
求
に
係
る
証
拠
に
よ
つ
て
証
明
力
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
特
定
の
検
察
官
請
求
証
拠 

第
一
条
の
う
ち
第
二
編
第
三
章
第
一
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
百
十
六
条
の
十
六
第
一
項
中
「
意
見

を
」
の
下
に
「
で
き
る
限
り
」
を
加
え
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
二
編
第
三
章
第
一
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
百
十
六
条
の
十
七
第
一
項
中
「
こ
れ

を
」
の
下
に
「
で
き
る
限
り
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
証
明
予
定
事
実
が
あ
る
」
を
「
証
明
予
定
事
実
を
明
ら
か
に
す

る
」
に
改
め
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
二
編
第
三
章
第
一
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
百
十
六
条
の
二
十
第
一
項
中
「
場
合



 
 

三

に
お
い
て
、
そ
の
関
連
性
の
程
度
そ
の
他
の
被
告
人
の
防
御
の
準
備
の
た
め
に
当
該
開
示
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
の
程
度
並
び

に
当
該
開
示
に
よ
つ
て
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
弊
害
の
内
容
及
び
程
度
を
考
慮
し
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
」
を
「
場
合
に
は
、

当
該
開
示
に
よ
つ
て
証
人
の
威
迫
そ
の
他
の
重
大
な
弊
害
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第

二
号
中
「
そ
の
他
の
被
告
人
の
防
御
の
準
備
の
た
め
に
当
該
開
示
が
必
要
で
あ
る
理
由
」
を
削
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
二
編
第
三
章
第
一
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
百
十
六
条
の
二
十
二
第
一
項
中
「
変

更
す
べ
き
主
張
を
」
の
下
に
「
で
き
る
限
り
」
を
加
え
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
二
編
第
三
章
第
一
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
百
十
六
条
の
二
十
七
第
二
項
中
「
何

人
に
も
」
を
「
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
何
人
に
も
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

裁
判
所
は
、
被
告
人
又
は
弁
護
人
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
前
項
の
一
覧
表
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
検
察
官
が
、
当
該
閲
覧
又
は
謄
写
に
よ
つ
て
証
人
の
威
迫
そ
の
他
の
重
大
な
弊
害
が
生
ず
る
と
認
め

る
に
足
り
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
三
条
の
う
ち
第
四
十
四
条
の
改
正
規
定
の
う
ち
第
一
項
中
「
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
」
を
削
り
、
第
二
項
第
一
号
中
「
秘



 

四

密
（
評
議
の
秘
密
を
除
く
。
）
を
」
を
「
人
の
秘
密
を
正
当
な
理
由
が
な
く
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
そ
の
多
少
の

数
を
」
を
「
（
検
察
審
査
員
の
職
に
あ
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
意
見
を
除
く
。
）
を
正
当
な
理
由
が
な
く
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
除
く
。
）
を
」
の
下
に
「
正
当
な
理
由
が
な
く
」
を
加
え
、
第
三
項
を
削
る
。 

 


